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令
和
二
年
を
迎
え
、
皆
様
に

は
、
ま
す
ま
す
お
元
気
に
て
ク

ラ
ブ
活
動
へ
の
ご
参
加
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
と
言
わ
れ
る

今
、
平
均
寿
命
や
健
康
寿
命
は

ま
す
ま
す
延
び
て
い
ま
す
。
健

康
へ
の
関
心
の
高
さ
や
医
療
の

発
達
も
私
た
ち
を
健
康
に
導

き
、
今
や
一
〇
〇
歳
時
代
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
〇
〇
歳
ま
で
元
気
で
す
べ
て

の
こ
と
が
で
き
る
日
々
を
送
れ

る
の
か
…
と
思
う
と
少
々
心
配

で
す
。
私
た
ち
を
襲
う
認
知
症

も
高
齢
化
し
た
こ
と
が
原
因
の

ひ
と
つ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
に
な
っ
て
も

元
気
で
生
き
た
い
。
そ
れ
は
す

べ
て
の
人
々
が
願
う
こ
と
で

す
。

　

元
気
で
長
生
き
の
秘
訣
と

は
、

① 

社
会
参
加
（
他
人
に
喜
ば

　

れ
る
こ
と
）

② 

趣
味
（
楽
し
め
る
こ
と
）

③ 

み
ん
な
で
運
動
（
お
し
ゃ

　

べ
り
も
入
れ
る
こ
と
）

だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

人
生
は
一
度
、
そ
の
高
齢
期

は
特
に
大
切
な
日
々
で
す
。今
、

社
会
環
境
は
多
様
化
し
、
出
か

け
る
先
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
地

域
に
密
着
し
た
組
織
で
す
。「
健

康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」
を
目
標

に
、
そ
の
仲
間
と
楽
し
み
悲
し

み
な
が
ら
助
け
合
い
の
活
動
を

実
行
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
は
自
分
の
健
康

に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

　
「
一
人
に
な
ら
な
い
、
一
人

に
し
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
こ

れ
か
ら
も
老
人
ク
ラ
ブ
入
会
の

お
声
か
け
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
し

て
、
市
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
元
気

で
学
び
を
広
げ
、
滋
賀
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
に
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
元
気
で
幸
せ
な
年
に

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

（（
一
財
一
財
）滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

）滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　
会
長　

吉
仲
　
幸
子

吉
仲
　
幸
子

創造と連帯のシンボル

全老連創立 60 周年記念
会員章

お申し込み
お問い合せ

・所属の市町老人クラブ連合会
・滋賀県老人クラブ連合会

ホームページ をご利用くださいホームページ をご利用ください
　県老ク連では、クラブ会員や関係者の皆様
に情報を伝えたり交流に役立てていただくた
めにホームページを開設しています。
　「滋賀県老人クラブ連合会」で検索できます
ので、ぜひご覧ください。

　令和元年12月6日㈮、滋賀県立文化産業交流会館において、
第 58 回滋賀県老人クラブ大会が開催しました。
　式典は中村県老連副会長の開会のことばで始まり、君が代
斉唱の後、主催者を代表して吉仲県老連会長が開会のあいさ
つを行いました。
　次の表彰では滋賀県知事表彰として老人クラブ育成指導功
労者 3 名、優良老人クラブ 3 団体、“老人クラブ淡海の郷づ
くり推進事業”優良老人クラブ 2 団体が受賞。滋賀県老人ク
ラブ連合会会長表彰として、老人クラブ育成功労者 19 名、
優良老人クラブ 14 団体、篤行者 2 名、第 38 回“豊
熟シニアの主張”入賞者 7 名が受賞。また、全国老
人クラブ連合会会長表彰として活動賞 2 団体の受賞
が伝達されました。
　続いて、三日月滋賀県知事の代理の滋賀県健康医
療福祉部医療福祉推進課の新垣課長および平尾米原

市長から来賓祝辞をいただき、知事
表彰を受賞した野洲市の浅野賢治さ
んが受賞者を代表して謝辞を述べま
した。
　その後、松田県老連副会長が大会
宣言を高らかに読み上げると満場一
致の拍手により承認され、式典が終了しました。
　式典後は元滋賀県知事で現在、健康・生きがい開発財団副理
事長を務める國松善次氏に“人生１００歳 元気に楽しく”と
題した講演をしていただきました。國松氏は超高齢社会を迎え
るであろう今後の生き方について「健康で長寿じゃないと意味
がない」と訴え、フルマラソン完走の経験を持つ自身の経験や

考えから、高齢者になっても筋肉
を使う・血管を若くする・脳を使
うことが大切だと話されました。
さらに、目標・生きがい・役割を
持つことが健康長寿にもつながる
との持論を述べられました。

　休憩をはさんで県老連の女性委員をモデルに、いきいきクラ
ブ体操で体を動かした後、シャンソン歌手 Kusuyo（くすよ）
さんによる“ときめきのウィンターコンサート”を催しました。

「シャンソンはフランスの演歌のようなものです」と話
し、優しくも力強い歌声で『昔聴いたシャンソン』『ヨ
イトマケの唄』『糸』などアンコールを含め全 15 曲を
披露。来場者は盛大な拍手を送りました。
　最後は、全員で『青い山脈』を合唱し、三好副会長
の閉会のことばで大会は終了しました。

第第
5858
回回  

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　
　
　
　
　（

　
　
　
　
　（
び
わ
こ
豊
熟
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会

び
わ
こ
豊
熟
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
））
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
令
和
と
い
う
新
し

い
時
代
が
始
ま
り
、
本
県
で

は
、
日
本
農
業
遺
産
の
認
定
と

と
も
に
世
界
農
業
遺
産
へ
の
認

定
申
請
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、

「
S
D
G
s
未
来
都
市
」
や
「
ビ

ワ
イ
チ
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ

ク
ル
ル
ー
ト
第
１
号
へ
の
選
定

な
ど
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
滋

賀
県
と
し
て
歩
み
を
進
め
る
、

実
り
あ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
い
よ
い
よ
二
〇
二
〇

年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
県
に
と
り
ま

し
て
も
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」
と
大
河
ド

ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の
同
時

期
放
送
や
、
六
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
全
国
知
事
会
議
の
開
催

な
ど
、全
国
か
ら
人
が
集
ま
り
、

滋
賀
の
取
組
を
発
信
で
き
る
、

ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
の
年
で

す
。

　

昨
年
の
取
組
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、「
健
康
し
が
」
を
も
う

一
段
高
め
、私
た
ち
の
「
幸
せ
」

を
つ
く
る
と
と
も
に
、
気
候
変

動
や
水
環
境
な
ど
世
界
的
な
課

題
に
対
し
て
も
、
先
人
た
ち
の

教
え
や
歴
史
に
学
び
な
が
ら
、

様
々
な
人
び
と
と
連
携
し
、
滋

賀
な
ら
で
は
の
、
滋
賀
に
し
か

で
き
な
い
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

滋
賀
の
取
組
が
世
界
に
つ
な

が
り
、
世
界
を
動
か
す
。
そ
ん

な
気
概
を
も
っ
て
、
誰
も
が
幸

せ
を
実
感
で
き
る
、
持
続
可
能

な
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
世
界
と
未
来
を
し
っ
か
り

と
見
据
え
て
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
か
ら
各
地
域
で

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
健
康
づ

く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
実

践
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域

の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
迎
え

る
中
で
、
豊
か
な
知
恵
や
経
験

を
活
か
し
た
皆
様
の
支
え
合
い

の
活
動
は
大
変
心
強
く
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も

一
層
ご
活
躍
い
た
だ
き
、「
健

康
し
が
」
の
実
現
に
向
け
て
、

と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
本
年
も
引
き

続
き
、
県
政
へ
の
一
層
の
御
理

解
、
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に

と
っ
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年
も
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
！
共
に
…
。

　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
六
、

二
十
七
日
の
両
日
、「
の
ば
そ

う
健
康
寿
命
！
、
担
お
う
！
地

域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
、
第
四
十
八
回
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
が
、
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
の
「
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
」
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
さ
い
た
ま
市
は
、
東

京
都
市
圏
の
中
心
都
市
（
人
口

約
一
三
〇
万
人
の
政
令
指
定
都

市
）
で
交
通
の
利
便
が
よ
く
、

い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
整
っ
て
い

ま
す
。

　

今
大
会
は
、
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
人
を
は
じ
め
、
す
べ
て

の
人
が
い
き
い
き
と
生
活
を
お

く
る
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
共

生
社
会
」
実
現
に
向
け
て
の
動

き
や
、
市
町
で
進
め
ら
れ
て
い

る
地
域
支
援
事
業（
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）
に

呼
応
し
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を

支
え
る
友
愛
活
動
と
健
康
寿
命

を
延
ば
す
取
組
に
よ
り
、
自
立

し
た
生
活
、
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で

す
。
全
国
か
ら
の
参
加
者
は
、

近
年
で
は
最
も
多
い
約
二
四
〇

〇
名
で
、
滋
賀
県
か
ら
は
、
表

彰
を
受
け
ら
れ
る
方
も
含
め
て

二
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
一
日
目
が
活
動
交

流
部
会
で
、
第
一
部
会
「
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

活
動
の
推
進
」、第
二
部
会
「
高

齢
者
の
支
え
合
い
活
動
の
推

進
」、第
三
部
会「
演
じ
る
活
動
」

（
舞
台
発
表
）
の
三
部
会
が
開

催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で

熱
心
な
事
例
発
表
や
質
疑
、
舞

台
発
表
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
、
さ
い
た
ま
市
内

に
あ
る
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
の

の
東ひ

が
し
つ
の
い
ま
さ
お
み

角
井
真
臣
権
宮
司
に
よ
る

由
緒
あ
る
氷
川
神
社
の
歴
史
や

神
社
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
興
味
深
い
講
演
で
始
ま
り

ま
し
た
。

　

講
演
に
続
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
過
去
の
大
会
に
お
け

る
舞
台
発
表
で
金
賞
を
受
賞
し

た
地
元
埼
玉
県
川
口
市
の
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
「
さ
し
ま
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
」
の
み
な
さ
ん
が
、

新
聞
紙
な
ど
を
使
っ
て
趣
向
を

凝
ら
し
た
衣
装
で
、五
月
人
形
、

獅
子
舞
、
歌
舞
伎
、
花お

い
ら
ん魁

道
中
、

祭
り
な
ど
を
熱
演
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
発
想
と
華
や
か
な
出

で
立
ち
、ユ
ー
モ
ア
に
対
し
て
、

盛
大
な
拍
手
で
会
場
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
式
典
に
お
い
て
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

が
行
わ
れ
、
滋
賀
県
か
ら
は
、

育
成
功
労
者
、
優
良
老
ク
連
の

各
表
彰
に
お
い
て
、
二
名
二
団

体
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
の
後
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
と
仲
間
づ
く
り
、
介
護
予

防
活
動
・
フ
レ
イ
ル
対
策
の
充

実
、
友
愛
活
動
と
地
域
支
援
事

業
の
連
携
に
よ
る
支
援
活
動
の

推
進
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

を
主
旨
と
す
る
宣
言
が
採
択
さ

れ
、
最
後
は
、
参
加
者
全
員

で
、「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」

を
合
唱
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
大
会
に
つ
い
て
は
、
交
通

機
関
の
事
情
も
あ
っ
て
、
前
日

出
発
で
三
日
間
の
行
程
と
な
り

ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
方
々

は
、
大
会
で
得
た
も
の
と
合
わ

せ
て
、
親
睦
も
深
め
て
い
た
だ

け
た
様
子
で
、
早
く
も
来
年
の

山
形
大
会
へ
の
参
加
が
話
題
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

【
第
五
十
八
回

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
】

▼
滋
賀
県
知
事
表
彰 

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
者

　

西
蔵　

清
彦　
　
（
草
津
市
）

　

浅
野　

賢
治　
　
（
野
洲
市
）

　

遠
城　

輝
雄　
　
（
日
野
町
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

下
物
町
老
人
ク
ラ
ブ
相
生
会

（
草
津
市
）

　

比
留
田
憩
の
会　
（
野
洲
市
）

　

長
野
西
老
人
ク
ラ
ブ
長
和
会

（
愛
荘
町
・
愛
知
川
）

③
「
老
人
ク
ラ
ブ
淡
海
の
郷
づ

　

く
り
推
進
事
業
」
優
良
老
人

　

ク
ラ
ブ

　
【
伝
承
部
門
】

　

勝
部
老
人
ク
ラ
ブ（
守
山
市
）

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

滋
賀
県
知
事　

滋
賀
県
知
事　

三
日
月
大
造

三
日
月
大
造

　
【
友
愛
部
門
】

　

川
辺
住
宅
よ
ろ
こ
び
会

（
栗
東
市
）

▼
滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
長
表
彰

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

　

夏
原　

羊
造　
　
（
大
津
市
）

　

池
田　
　

光　
　
（
大
津
市
）

　

郷
野　

征
男　
　
（
彦
根
市
）

　

井
上　

芳
枝（
近
江
八
幡
市
）

　

中
村　

和
子　
　
（
草
津
市
）

　

若
杉　

諄
子　
　
（
守
山
市
）

　

川
邉　

一
朗　
　
（
栗
東
市
）

　

上
山　

清
美　
　
（
甲
賀
市
）

　

寺
田　

督
男　
　
（
甲
賀
市
）

　

北
川　

義
一　
　
（
野
洲
市
）

　

脇
坂　

祐
昭　
　
（
野
洲
市
）

　

大
戸
き
よ
の　
　
（
湖
南
市
）

　

田
野
佐
多
雄　
　
（
高
島
市
）

　

重
吉　
　

豊（米
原
市
・
近
江
）

　

瀬
川　

富
三　
　
（
日
野
町
）

　

山
田　

東
吾　
　
（
竜
王
町
）

　

高
橋　

康
夫　
　
（
豊
郷
町
）

　

田
中　

重
弘　
　
（
甲
良
町
）

　

中　

か
ず
子　
　
（
甲
良
町
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

中
小
森
町
老
人
ク
ラ
ブ

（
近
江
八
幡
市
）

　

西
老
蘇
老
人
ク
ラ
ブ

（
近
江
八
幡
市
・
安
土
）

　

橋
岡
か
が
や
き
ク
ラ
ブ

（
草
津
市
）

　

播
磨
田
お
き
な
が
ク
ラ
ブ

（
守
山
市
）

　

手
原
白
寿
会　
　
（
栗
東
市
）

　

上
屋
老
人
ク
ラ
ブ（
野
洲
市
）

　

小
篠
原
老
人
ク
ラ
ブ（
野
洲
市
）

　

三
雲
延
寿
ク
ラ
ブ（
湖
南
市
）

　

箕
浦
老
人
ク
ラ
ブ
箕
和
会

（
米
原
市
・
近
江
）

　

安
部
居
寿
ク
ラ
ブ（
日
野
町
）

　

薬
師
老
人
ク
ラ
ブ（
竜
王
町
）

　

島
川
老
人
ク
ラ
ブ
春
秋
会

（
愛
荘
町
・
秦
荘
）

　

市
東
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

（
愛
荘
町
・
愛
知
川
）

　

呉
竹
老
人
ク
ラ
ブ（
甲
良
町
）

③
篤
行
者

　

森　
　

俊
一　
　
（
野
洲
市
）

　

圓
城　

早
苗　
　
（
甲
良
町
）

④
第
三
十
八
回

「
豊
熟
シ
ニ
ア
の
主
張
」
入
賞
者

・
優
秀

　

野
瀨　

清
雄　
　
（
草
津
市
）

　

三
木　

憲
治　
　
（
甲
賀
市
）

　

安
井
恵
美
子　
　
（
日
野
町
）

・
佳
作

　

荒
川　

和
彦　
　
（
草
津
市
）

　

太
田　

勝
彦　
　
（
日
野
町
）

　

多
田
圭
之
祐（
近
江
八
幡
市
）

　

西
村　

千
吾　
　
（
栗
東
市
）

▼
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

　
表
彰
（
伝
達
）

○
活
動
賞

　
【
奉
仕
活
動
】

　

蜂
屋
老
人
ク
ラ
ブ（
栗
東
市
） 

　
【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
】

　

尼
子
老
人
ク
ラ
ブ
喜
楽
会

（
甲
良
町
）

【
第
四
十
八
回

　
　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
】

▼
全
老
連
会
長
表
彰

①
育
成
功
労

　

大
芝　

哲
郎　
　
（
大
津
市
）

　

上
野　

善
久　
　
（
甲
良
町
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

堅
田
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
大
津
市
）

　

草
津
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

受
章
者
一
覧

受
章
者
一
覧
（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

第48回 全国老人クラブ大会第48回 全国老人クラブ大会
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滋
賀
県
が
、
平
均
寿
命
に
お

い
て
、
男
性
全
国
一
位
、
女
性

四
位
の
長
寿
県
と
な
っ
た
背
景

に
は
、
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死

亡
の
少
な
さ
で
男
性
全
国
一
位
、

女
性
二
位
、
が
ん
に
よ
る
死
亡

の
少
な
さ
で
男
性
全
国
二
位
と

な
る
な
ど
、
重
大
疾
患
に
よ
る

死
亡
が
少
な
く
、
県
民
一
人
当

た
り
の
年
間
医
療
費
も
、
少
な

さ
で
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い

う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
、滋
賀
県
は「
健

康
長
寿
県
」
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
至
っ
た
要
因
の
ひ
と
つ

に
は
、
行
政
が
健
康
推
進
員
な

ど
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
食
事
か
ら
塩
分
を
減
ら
す
運

動
や
喫
煙
対
策
（
男
性
の
喫
煙

率
は
低
さ
で
全
国
一
位
）
な
ど

生
活
改
善
の
成
果
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

一
方
で
、
滋
賀
県
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
参
加
率
全
国
一

位
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
四
位
、
趣

味
活
動
六
位
な

ど
、
意
欲
的
に

活
動
し
た
り
生

活
を
楽
し
ん
で

い
る
人
が
多
い

と
言
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
よ
う

な
生
活
や
姿
勢

は
、
健
康
増
進

や
疾
病
予
防
に

大
い
に
効
果
的

と
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
要
す

る
に
、
減
塩
や

禁
煙
な
ど
生
活

環
境
の
改
善
と
、

個
々
の
意
欲
や

活
動
が
う
ま
く

か
み
合
い
、
う

ま
く
循
環
し
て

健
康
に
つ
な
が

る
生
活
の
質
を

高
め
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

（
一
部
前
号
か
ら

引
用
）

　
「
人
生
百
歳
」「
人
生
一
〇
〇

年
時
代
」「
一
〇
〇
年
ラ
イ
フ
」

な
ど
、
表
現
は
様
々
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、
長
寿
化
が
進
む
に

つ
れ
て
、
百
歳
ま
で
生
き
る
こ

と
が
特
別
で
は
な
く
な
っ
て
き

た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
因
み
に
、
最
近
生

ま
れ
た
子
ど
も
の
半
数
く
ら
い

は
、
百
歳
以
上
生
き
る
の
が
当

た
り
前
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
高
齢
化
、
長
寿
化

す
る
社
会
の
将
来
像
に
つ
い
て

は
、「
大
変
な
時
代
に
な
る
」「
今

の
よ
う
な
支
援
は
受
け
ら
れ
な

く
な
る
」
な
ど
と
不
安
を
つ
の

ら
せ
が
ち
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ

見
聞
き
す
る
と
、
確
か
に
、
現

在
、
私
た
ち
が
頭
に
描
き
得
る

以
上
の
備
え
や
心
が
ま
え
が
必

要
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

行
政
は
、
老
人
福
祉
施
設
の
整

備
や
そ
こ
に
働
く
職
員
の
確
保
、

介
護
保
険
制
度
や
医
療
体
制
の

整
備
、
ま
た
、
就
労
の
促
進
や

経
済
生
活
の
安
定
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
対
策
を
講
じ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
課
題
が
大
き

す
ぎ
て
難
航
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
企
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
、
健
康
づ
く
り
を
は

じ
め
、
嗜
好
、
娯
楽
や
交
通
、

住
環
境
な
ど
、
ニ
ー
ズ
が
大
き

く
変
化
す
る
こ
れ
か
ら
の
時
代

へ
の
対
応
に
乗
り
出
し
て
お

り
、
某
大
手
食
品
会
社
な
ど

は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢

献
す
べ
く
、
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
始
動
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

人
生
が
長
く
な
れ
ば
、
当

然
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
い
ろ

い
ろ
な
公
的
支
援
や
配
慮
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
一
方

で
、
私
た
ち
高
齢
者
自
身
が

取
り
組
む
べ
き
役
割
や
課
題

も
大
き
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
、

「
健
康
で
長
生
き
」
を
実
現

す
る
た
め
の
積
極
的
な
取

組
、
身
近
な
高
齢
者
同
士
が

生
活
上
の
困
り
ご
と
な
ど
に

つ
い
て
助
け
合
い
支
え
合
う

活
動
、
若
年
層
や
中
堅
層
の

減
少
が
著
し
く
な
っ
た
地
域
に

お
け
る
住
民
の
安
全
安
心
を
守

る
取
組
や
美
観
の
維
持
、
文
化

の
伝
承
な
ど
、
元
気
で
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し

て
の
活
動
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら

は
、
三
十
年
以
上
も
前
に
全
老

連
が
提
唱
し
た
三
大
運
動
「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
趣
旨
と

違
わ
な
い
も
の
で
す
が
、
人
生

が
長
く
な
っ
た
現
在
、
そ
し
て
、

さ
ら
に
長
寿
化
が
進
む
未
来
に

向
け
て
、
生
活
を
楽
し
く
豊
か

に
し
、
ま
た
諸
活
動
の
根
幹
と

も
な
る
「
健
康
」
の
維
持
、
増

進
が
、
こ
れ
か
ら
の
最
重
要
課

題
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
長
年
に
わ

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
取
組
を
通

じ
て
健
康
づ
く
り
を
行
い
、
生

活
の
質
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
個
人
よ
り
仲
間

で
取
り
組
む
こ
と
が
よ
り
楽
し

く
、
よ
り
効
果
的
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
、
さ
ら
に
、
同
世
代

の
仲
間
が
気
持
ち
を
通
わ
せ
連

帯
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
感
じ

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
全

国
的
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
が

減
り
、
わ
が
滋
賀
県
老
ク
連
も

著
し
い
会
員
減
少
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
人
生
一
〇
〇
年
時
代

を
健
康
的
で
豊
か
に
生
き
る
た

め
に
、
ま
た
、
地
域
を
住
み
よ

く
豊
か
に
す
る
た
め
に
も
老
人

ク
ラ
ブ
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
老
ク
連
は
、
健
康
づ
く
り

は
も
と
よ
り
、
仲
間
づ
く
り
、

仲
間
の
再
結
集
に
も
つ
な
が
る

取
組
と
し
て
、
尚
一
層
、
健
康

づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
に
力

を
注
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
（
事
務
局
）

人生100年時代と老人クラブ人生100年時代と老人クラブ
～ 健康長寿をめざして ～～ 健康長寿をめざして ～

滋賀県老人クラブ連合会滋賀県老人クラブ連合会

●
健
康
長
寿
！
滋
賀
県

●
人
生
一
〇
〇
年
時
代

●
高
齢
者
の
役
割

●
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割

７ページに関連記事
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　県老ク連は、県の支援を得て、積極的に健康づくり・介護予防活動に取り組む老人クラブ等
を応援します。内容は、活動に要する経費の補助で、市町老ク連を窓口に、予算の範囲内で行
います。

　県老ク連では、老人クラブの 
健康づくり活動を応援するため
に、栄養指導やスポーツ指導等を
行う健康づくり推進員を 12 名配
置し、出前講座を行っています。
詳細については 9 ページをご覧
ください。

　理学療法士あるいは薬剤師の資格を
有する社会人落語家を講師に研修

学習活動

県老ク連が行う「健康づくり・介護予防事業」県老ク連が行う「健康づくり・介護予防事業」

囲碁ボール囲碁ボール

日向亭　葵（繁岡　秀俊）氏　理学療法士日向亭　葵（繁岡　秀俊）氏　理学療法士

井筒家　磯七（磯矢　毅）氏　薬剤師井筒家　磯七（磯矢　毅）氏　薬剤師

ユニカールユニカール

フロアカールフロアカール

スカイクロススカイクロス

公式ワナゲ公式ワナゲ

　県老ク連では、ニュースポーツを中心に、20
数種類のスポーツ用具を整備して貸し出し（無料）
を行っています。お気軽にご利用ください。
★申し込み、お問い合わせは県老ク連まで！

9 ページに関連記事
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び
わ
湖
と
日
野
川
に
囲
ま
れ

た
野
田
地
域
は
、
周
囲
に
田
畑

が
広
が
る
約
百
八
十
世
帯
の
集

落
で
、
お
い
し
い
お
米
や
野
菜

が
と
れ
ま
す
。
そ
の
地
域
で
何

十
年
も
活
動
し
て
き
た
私
た
ち

の
老
人
ク
ラ
ブ「
野
田
憩
の
会
」

の
取
組
「
お
し
ゃ
べ
り
会
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
お
し
ゃ
べ
り
会
」
は
、
そ

の
名
の
通
り
、
お
し
ゃ
べ
り
が

す
べ
て
の
よ
う
な
活
動
で
、
そ

の
た
め
か
？
男
性
の
参
加
者
は

数
人
と
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
番
は
お
し
ゃ
べ
り
、
二
番
は

み
ん
な
揃
っ
て
の
ラ
ン
チ
で
、

そ
の
ほ
か
、
口
腔
ケ
ア
や
交
通

安
全
、
詐
欺
被
害
防
止
の
お
話
、

舞
踊
、
落
語
、
葦
笛
演
奏
な
ど

を
楽
し
み
ま
す
。

　

お
し
ゃ
べ
り
会
は
、
自
治
会

館
で
隔
月
に
開
催
し
ま
す
が
、

お
世
話
す
る
役
員
や
参
加
者
同

士
の
関
係
も
深
ま
っ
て
、
地
域

の
高
齢
者
の
お
楽
し
み
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。
開
会
時
刻
の

二
時
間
も
前
か
ら
来
場
さ
れ
る

方
も
あ
る
く
ら
い
で
、
み
な
さ

ん
誘
い
合
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
早

く
集
ま
ら
れ
ま
す
。
受
付
で
弁

当
代
を
払
い
、
お
茶
菓
子
を
受

け
取
っ
た
ら
、
階
段
の
手
す
り

を
伝
っ
て
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り

三
階
の
大
広
間
に
向
か
わ
れ
ま

す
。

　

参
加
者
の
年
齢
層
は
、
七
十

歳
か
ら
八
十
歳
台
が
多
く
、
中

に
は
元
気
な
九
十
歳
も
お
ら
れ

ま
す
。

　

ま
ず
、「
暖
か
い
よ
い
お
天

気
で
よ
か
っ
た
わ
」
か
ら
始
ま

り
、
来
ら
れ
な
か
っ
た
友
人
の

こ
と
、
孫
の
こ
と
、
野
菜
づ
く

り
の
こ
と
、
テ
レ
ビ
の
こ
と
な

ど
、
開
会
前
の
お
し
ゃ
べ
り
に

花
が
咲
き
ま
す
。

　

憩
い
の
会
の
会
長
の
愉
快
な

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
ま
す
が
、

身
近
な
交
通
事
故
や
詐
欺
被
害

の
話
な
ど
、
お
巡
り
さ
ん
が
高

齢
者
の
事
故
防
止
の
話
を
さ
れ

る
時
な
ど
は
、
み
な
さ
ん
聞
き

入
ら
れ
ま
す
。

　

お
昼
に
は
、
役
員
が
弁
当
や

温
か
い
お
汁
を
配
り
、「
野
田

憩
の
会
の
歌
」
を
歌
っ
て
楽
し

み
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
な
り
ま

す
。
ラ
ン
チ
の
後
は
、
日
に
よ

り
人
権
な
ど
の
講
話
も
あ
り
ま

す
が
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
コ
ー

ヒ
ー
を
い
た
だ
い
た
後
、
二
時

三
十
分
頃
に
賑
や
か
で
楽
し
い

催
し
は
閉
会
と
な
り
ま
す
。

　

親
し
い
仲
間
と
い
っ
ぱ
い
お

し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
で
気
持
ち

が
和
み
元
気
も
湧
い
て
き
ま
す
。

お
世
話
す
る
者
に
と
っ
て
は
、

参
加
者
の
元
気
な
笑
顔
と
、「
あ

り
が
と
う
」
の
こ
と
ば
が
癒
し

と
な
り
、
次
回
へ
の
原
動
力
に

も
な
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
憩
の
会
も
、
高
齢

化
や
定
年
退
職
の
延
長
な
ど
で

担
い
手
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
高
齢
者
の
元
気
の
源

で
も
あ
る
「
お
し
ゃ
べ
り
会
」

が
末
永
く
続
く
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

（
木
村　

悦
二
）

　

私
た
ち
の
地
域
は
、
世
帯

数
百
八
十
余
、
住
民
は
約

四
百
五
十
人
で
、
老
人
ク
ラ
ブ

は
昭
和
五
十
四
年
七
月
に
設
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
は
、
今
で
は
単
身
や
夫

婦
だ
け
の
高
齢
世
帯
が
増
え
、

高
齢
化
率
は
四
十
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
ま
し
た
が
、
自
治
会
は
、

平
成
十
三
年
の
時
点
で
、
将
来

の
高
齢
化
を
見
据
え
て
、
住
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
サ
ロ
ン
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
運
営
で
十
八
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。

　

サ
ロ
ン
は
、
毎
月
二
回
（
第

二
・
四
日
曜
日
）
開
催
し
、
参

加
者
に
は
ド
リ
ッ
プ

コ
ー
ヒ
ー
（
何
杯
飲

ん
で
も
百
円
）
と
駄

菓
子
を
提
供
し
ま

す
。
毎
回
、
趣
味
や

健
康
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
話
題
で
盛
り
上

が
り
ま
す
が
、
四
年

目
か
ら
は
大
学
生
に

よ
る
落
語
や
フ
ル
ー

ト
の
演
奏
、
交
通

事
故
、
介
護
保
険
、

防
災
、
終
活
、
認

知
症
に
関
す
る
講

習
会
な
ど
も
行
っ

て
お
り
、
数
年
前

か
ら
は
、
隔
月
に
、

オ
カ
リ
ナ
の
演
奏

に
よ
る
「
歌
声
喫

茶
」
で
懐
メ
ロ
や

童
謡
を
歌
い
、
楽
し
い
時
間
を

共
有
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、

四
十
年
以
上
続
く
ゴ
ル
フ
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ほ
か
、
カ

ラ
オ
ケ
、
麻
雀
、
書
道
、
卓
球
、

囲
碁
ボ
ー
ル
な
ど
の
同
好
会
を

立
ち
上
げ
、
今
で
は
自
治
会
館

の
利
用
は
月
間
二
十
日
以
上
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
、
十
三
年
前
か
ら

毎
日
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
に

取
り
組
ん
で

お
り
、
保
育

園
・
幼
稚
園

児
と
の
毎
月

の
交
流
や
公

園
の
清
掃
な

ど
と
と
も
に
、

地
域
内
の

連
携
を
深
め

る
要
因
に
も

な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、

十
年
前
に
は
、

自
治
会
が
行

う
自
主
防
災

の
組
織
化
を

支
援
す
る
な

ど
、
自
治
会

と
の
連
携
も
良
好
で
、
そ
の
結

果
、
自
治
会
長
を
務
め
ら
れ
た

約
六
割
の
方
が
退
任
後
老
人
ク

ラ
ブ
に
入
会
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は

悩
み
事
で
も
あ
る
ゴ
ミ
出
し
や

庭
の
草
引
き
、
買
い
物
な
ど
を

手
助
け
す
る
た
め
に
、
十
六
年

前
に
有
志
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
「
か
え
で
の
会
」
を
立
ち
上

げ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
地
域
は
、
空

き
家
が
で
き
る
と
す
ぐ
に
若
い

世
代
が
入
居
し
て
子
ど
も
が
増

え
る
傾
向
が
あ
り
、
自
治
会
の

文
化
祭
や
餅
つ
き
会
を
始
め
、

特
に
夏
祭
り
は
、
住
民
の
大
半

が
公
園
に
集
い
、
江
州
音
頭
や

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、
石

山
市
民
運
動
会
の
参
加
者
は
学

区
内
自
治
会
の
中
で
最
も
多
く
、

そ
の
ま
と
ま
り
の
よ
さ
は
注
目

の
的
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

（
松
田　

輝
男
）

野
洲
市
野
田
憩
の
会

大
津
市
西
武
豊
寿
会
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近
江
老
ク
連
は
、
毎
年
五
月

に
長
浜
バ
イ
オ
大
学
ド
ー
ム

で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ペ

タ
ン
ク
、
公
式
ワ
ナ
ゲ
の
三
種

目
を
競
う「
ふ
れ
あ
い
体
育
祭
」

を
行
っ
て
お
り
、
上
位
四
チ
ー

ム
が
米
原
市
老
ク
連
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
す
る
仕
組

み
で
す
。
今
年
度
は
、
十
五
ク

ラ
ブ
、
二
三
八
名
の
参
加
で
楽

し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
出
前
講
座
な
ど

を
利
用
し
て
健
康
体
操
や
認
知

症
に
つ
い
て
の
勉
強
会
な
ど
を

行
っ
て
き
た
友
愛
事
業
「
女
性

部
長
友
愛
教
室
」
で
は
、
今
年

度
は
、
湖
南
市
老
ク
連
が
考
案

さ
れ
た
「
ビ
ン
ゴ
ボ
ー
ル
」
を

自
分
た
ち
で
作
っ
て
体
験
し
ま

し
た
。
採
点
は
、
公
式
ワ
ナ
ゲ

同
様
簡
単
で
、
昔
懐
か
し
い
ス

マ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
思
わ
せ
る
ハ

ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
ス
リ
ル
と

ス
ピ
ー
ド
感
が
味
わ
え
、
特
に

女
性
会
員
か
ら
は
年
齢
を
超
え

た
歓
声
？
が
上
が
る
な
ど
大
好

評
で
し
た
。
今
後
は
、
単
位
ク

ラ
ブ
や
サ
ロ
ン
に
も
貸
し
出
し

活
用
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

　

健
康
長
寿
の
た
め
に
は
、
ま

ず
体
力
の
維
持
、
増
進
が
大
切

で
、
そ
の
た
め
に
は
筋
力
ア
ッ

プ
も
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、

老
ク
連
で
は
、
事
務
局
前
の
筋

ト
レ
ス
ペ
ー
ス
に
筋
ト
レ
マ

シ
ー
ン
を
設
置
し
て
活
用
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
会
員
を
中
心
に
約

一
〇
〇
人
の
方
が
連
日
筋
力

ア
ッ
プ
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す

が
、
マ
シ
ー
ン
の
使
用
前
後
は

お
し
ゃ
べ
り
に
も
花
が
咲
く
な

ど
、
仲
間
づ
く
り
に
も
大
い
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
減
少
は
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
江
老
ク

連
で
は
、
皆
さ
ん
元
気
で
笑
い

の
絶
え
な
い
ク
ラ
ブ
活
動
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。（

北
川　

惣
一
）

　

私
た
ち
の
支
部
で
は
、
歩
こ

う
会
、
ツ
ア
ー
、
健
康
教
室
を

三
本
柱
に
、
元
気
な
高
齢
者
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

健
康
教
室
は
、
市
内
の
民

間
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
ト

レ
ー
ナ
ー
を
講
師
に
招
い
て
年

間
十
回
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
会
員
募
集
に
応
募
し
た

九
十
八
名
に
毎
回
案
内
状
を
送

り
、
約
半
数
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

会
場
は
、
支
部
事
務
局
の
集

会
室
で
す
が
、
五
十
人
前
後
の

参
加
者
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
広
さ

で
、
ク
ロ
ス
絨
毯
張
り
の
フ
ロ

ア
は
座
っ
て
も
寝
こ
ろ
ん
で
も

大
丈
夫
で
す
。

　

費
用
と
し
て
は
、
講
師
の
謝

礼
（
一
回
五
千
円
）
が
要
り
ま

す
が
、
平
成
三
十
年
度
に
は
、

全
老
連
か
ら
「
み
ず
ほ
教
育
福

祉
財
団
助
成
事
業
」
の
助
成
金

を
い
た
だ
い
て
お
揃
い
の
ウ
エ

ア
も
作
り
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、「
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
」を
柱
に
、そ
し
て
、

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
を
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
健
康
寿
命
と
は
、
簡
単
に

言
え
ば
、「
健
康
に
生
き
ら
れ

る
期
間
」
で
、
日
常
的
に
歩
い

た
り
、
活
発
に
動
く
こ
と
な
ど

の
動
作
も
健
康
づ
く
り
に
と
っ

て
大
切
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
は
、年
々
高
齢
化
が
進
み
、

寿
命
も
延
び
る
時
代
に
あ
っ
て

は
健
康
が
第
一
で
、そ
の
上
で
、

励
み
に
し
て
い
る
こ
と
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
、
さ
ら
に
、
生

き
が
い
、
目
標
を
見
つ
け
て
楽

し
み
な
が
ら
毎
日
を
生
き
る
こ

と
が
大
切
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
て
い
ま
す
。

　

昔
の
こ
と
で
す
が
、
私
の
地

元
に
「
三
好
赤
甫
」（
一
七
九
八

～
一
八
七
二
）
と
い
う
歌
人
が

お
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の
俳

諧
の
基
礎
を
築
い
た
俳
著
に

「
窓
あ
か
り
」
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
毎
朝
願
掛
け
に
大
日
如

来
に
お
参
り
し
ま
す
が
、
そ
の

傍
ら
に
三
好
赤
甫
を
偲
び
、「
師

の
訓
え　

座
右
の
銘
と
し　

汗

に
生
く
」
と
書
か
れ
た
碑
が
あ

り
ま
す
。
私
は
、
幼
少
の
頃
か

ら
、「
汗
に
生
く
」
が
好
き
で
、

く
じ
け
そ
う
な
時
に
は
、
励
み

に
口
ず
さ
ん
だ
も
の
で
し
た
。

今
も
、
そ
の
心
を
、
先
人
の
知

恵
に
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
生
き
る
標
と
し
て
、
座
右
の

銘
に
し
て
い
ま
す
。

（
青
木　

洋
八
）

　

私
た
ち
の
尼
子
老
人
ク
ラ
ブ

は
、
現
在
、
会
員
数
二
三
五
名

と
大
き
な
組
織
で
あ
る
た
め
、

全
員
揃
っ
て
の
活
動
は
困
難
で

す
。
特
に
体
の
不
自
由
な
人
や

障
害
の
あ
る
高
齢
者
は
名
前
だ

け
の
会
員
に
な
り
が
ち
だ
っ
た

た
め
、
何
と
か
交
流
す
る
場
が

つ
く
れ
な
い
か
と
有
志
が
集
ま

り
、
区
の
支
援
も
得
て
、
平
成

七
年
に
「
尼
子
絆
の
会
」
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。活
動
の
場
は
、

絆
の
会
発
足
と
同
じ
時
期
に
完

成
し
た
平
成
の
尼
子
館
で
す
。

平
成
三
十
年
度
の
絆
の
会
登
録

者
は
四
十
名
、
運
営
ス
タ
ッ
フ

は
四
十
二
名
で
、
全
員
老
人
ク

ラ
ブ
喜
楽
会
の
会
員
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

　

絆
の
会
は
月
二
回
（
第
二
・

四
木
曜
日
）開
催
し
て
い
ま
す
。

年
間
一
〇
五
〇
名
の
方
が
参
加

さ
れ
て
お
り
、
歩
行
が
困
難
な

方
に
つ
い
て
は
ス
タ
ッ
フ
が
送

迎
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
D
V
D
を
用

い
た
健
康
体
操
、学
習
講
座（
オ

レ
オ
レ
詐
欺
対
策
、交
通
安
全
、

口
腔
衛
生
、
人
権
、
防
災
等
町

職
員
や
専
門
家
を
講
師
に
実

施
）、
芸
能
（
江
州
音
頭
、
腹

話
術
、マ
ジ
ッ
ク
、歌
謡
シ
ョ
ー

等
近
隣
の
講
師
に
よ
り
実
施
）、

ゲ
ー
ム
（
間
違
い
探
し
、
カ
ロ

ム
、
ト
ラ
ン
プ
等
）、
合
唱
（
絆

の
会
の
歌
、
童
謡
や
懐
か
し
の

メ
ロ
デ
ィ
等
）な
ど
多
彩
で
す
。

毎
回
ス
タ
ッ
フ
が
工
夫
し
て
楽

し
い
二
時
間
半
を
過
ご
し
ま
す

が
、
中
で
も
一
番
の
楽
し
み
は

食
事
の
時
間
で
す
。
食
材
は
、

区
民
の
有
志
か
ら
い
た
だ
い
た

物
や
ス
タ
ッ
フ
の
持
ち
寄
り
品

な
ど
で
、
参
加
者
の
会
費
や
運

営
費
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

絆
の
会
の
活
動
は
、
高
齢
者

同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
促
進
、
健

康
の
保
持
、
孤
立
や
引
き
こ
も

り
の
防
止
、
情
報
の
共
有
な
ど

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
男
性
の
参

加
が
少
な
い
こ
と
で
、今
後
は
、

会
話
が
苦
手
な
男
性
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
内
容
も
取
り
入
れ

て
、
更
に
活
動
が
充
実
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
小
林　

喜
太
郎
）

米
原
市
近
江
老
ク
連

ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
ク
ラ
ブ

土
山
支
部

甲
良
町
尼
子
老
人
ク
ラ
ブ

喜
楽
会
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新
年
早
々
に
斎
行
さ
れ
る
勝

部
松
明
祭
で
あ
る
火
祭
り
の
由

来
は
、
今
か
ら
八
百
年
前
に
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
土
御
門
天
皇
の

ご
病
気
の
快
癒
を
祈
っ
た
の
が

始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

祭
り
の
始
ま
り
に
関
す
る
説
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
天
皇

の
ご
病
気
は
、
三
上
山
に
棲
ん

で
い
る
「
大
ム
カ

デ
」
の
危
害
が
原

因
と
さ
れ
、
村
人

た
ち
の
願
い
を
聞

い
た
俵
藤
太
が
三

本
の
矢
を
放
っ
て

大
ム
カ
デ
を
退
治

し
た
際
、
勝
部
神

社
に
飛
ん
で
来
た

胴
体
の
一
部
を
形

ど
っ
た
祭
り
が
松

明
祭
に
な
っ
た
と

の
説
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
伝
統
あ
る

火
祭
り
を
支
え
る

松
明
組
の
組
員
は
、

地
元
の
中
学
生
か

ら
満
三
十
四
歳
ま

で
の
男
子
で
す
が
、

仕
事
や
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で

年
々
加
入
者
が
減
り
、
松
明
組

や
Ｏ
Ｂ
会
だ
け
で
は
、
県
選
択

無
形
民
俗
文
化
財
の
火
祭
り
を

維
持
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
郷

土
の
祭
り
を

維
持
し
後
世
に

伝
え
る
た
め

に
、
松
明
組
や

Ｏ
Ｂ
会
の
経
験

者
が
多
数
加
入

し
て
い
る
勝
部

老
人
ク
ラ
ブ
は
、

二
十
年
前
か

ら
、
そ
の
経
験

を
生
か
し
、
奉

仕
作
業
と
し
て

参
加
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
火
祭
り

は
、
祭
り
当
日

大
松
明
を
奉
火

し
ま
す
が
、
近
年
そ
の
松
明
に

使
う
菜
種
殻
の
確
保
が
大
変
難

し
く
な
り
、
市
内
他
町
に
も
栽

培
を
依
頼
し
て
い
る
よ
う
な
状

況
で
す
。
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
は
、
こ
の
菜
種
殻
を
確
保

す
る
た
め
の

奉
仕
作
業
を

一
年
か
け
て

行
っ
て
い
ま

す
。

　

作
業
の
流

れ
と
し
て

は
、
十
一
月

中
頃
か
ら
菜

種
苗
の
植
え

付
け
と
手
松
明
の
し
の
べ
竹
切

り
、
柴
の
準
備
を
行
い
、
十
二

月
に
は
手
松
明
作
り
を
行
い
ま

す
。
年
が
明
け
て
祭
り
も
終

わ
っ
た
三
月
か
ら
四
月
に
か
け

て
は
施
肥
、
除
草
剤
、
殺
虫
剤

の
散
布
を
行
い
、
五
月
に
は
刈

り
取
り
、
裏
返
し
を
し
て
祭
り

用
菜
種
殻
と
し
て
蓄
え
、
六
月

に
は
来
年
度
の
松
明
づ
く
り
用

の
種
も
み
を
し
ま
す
。
九
月
に

播
種
、
十
月
に
苗
の
間
引
き
を

行
い
十
一
月
の
植
え
付
け
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
年
を
通
し

て
作
業
を
行
い
ま
す

が
、
今
後
も
伝
統
あ

る
祭
り
を
維
持
存
続

さ
せ
て
い
く
う
え
で

少
し
で
も
不
安
が
軽

く
な
る
よ
う
に
、
奉

仕
作
業
を
続
け
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

（
石
田 

建
藏
）

　県下の老人クラブでは、地域の特性も活か
しながら、様々な取組が続けられています。

健康づくり・仲間づくり

奉仕活動・地域貢献

友愛活動・生活支援

守
山
市
勝
部
老
人
ク
ラ
ブ

学習活動

フレイルを予防して「人生 100 年時代」を元気に楽しく！
フレイルの悪循環を防止

　フレイルとは、身体的にも精神的にもひ弱になり、
人との交流も減っていく、要介護になる一歩手前の
状態のこと。食生活の見直しや運動、社会参加など
で、フレイル状態からの脱出や予防も可能です。 　親指と人差し指で作る輪っかの大きさは、「天然のものさし」と言われるほ

ど加齢による変化が少ないため、筋肉量（ふくらはぎ）の変化を調べることが
できます。
　囲めない状態を充分な筋肉量とした場合、隙間ができるようになれば筋肉量
が減ったことになります。その状態が進めばサルコペニア（筋肉減少）の可能
性が高まって身体活動がしにくくなり、心身や生活に大きな影響を及ぼします。

年齢に関係なく、筋力の維持、増強が健康長寿のポイント！
筋肉減少（筋力低下）を防いで、要介護状態につながる「フレイル」
（虚弱）を予防しよう！

筋肉の状態を調べる簡単な「指輪っかテスト」

フレイル

「指輪っかテスト」

親指と人差し指で輪っかを

作ってふくらはぎの太いとこ

ろを囲みます

低栄養

食欲がない 体重減少

筋肉減少
（サルコペニア）

動かない、動けない
（身体活動の減少）

フレイルの悪循環
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
清

草
会
」
は
、
従
来
か
ら
、
毎
月

一
回
の
例
会
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
同
好
会
を
月
四
回
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
半
数
以

上
の
会
員
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、
月
一

度
の
顔
合
わ
せ
だ
け
で
は
、
寂

し
い
と
の
声
が
あ
り
、
サ
ロ
ン

の
立
ち
上
げ
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

名
称
は
、
み
ん
な
の
居
場
所

「
憩
い
の
サ
ロ
ン
」
で
、
開
催

日
を
毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日

と
し
て
始
め
、
五
年
と
四
カ
月

が
経
ち
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
当

初
は
、
参
加
者
も
少
な
く
世
話

役
の
み
の
日
も
あ
っ
た
り
し

て
、
中
止
消
滅
の
危
機
も
た

び
た
び
お
と
ず
れ
ま
し
た
が
、

み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、
趣
向
と
工
夫
を
凝
ら

し
、
趣
味
・
娯
楽
等
の
幅
を

広
げ
て
き
た
結
果
、
今
で
は

毎
回
三
十
名
以
上
の
参
加
者

を
迎
え
る
サ
ロ
ン
活
動
に
な

り
、
ま
た
、
参
加
者
が
互
い

に
役
割
を
分
担
し
合
い
、
助

け
合
い
な
が
ら
楽
し
く
運
営

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
増
え
た
要
因
と
し

て
は
、
次
の
項
目
の
導
入
と
支

援
が
得
ら
れ
た
こ
と
が
効
果
的

で
し
た
。

①
活
動
時
間
の
延
長
（
九
時
～

　

十
二
時
を
十
五
時
ま
で
に
）

②
手
作
り
昼
食
会
と
コ
ー
ヒ
ー

　

コ
ー
ナ
ー
の
設
置　

③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
利
用
し
、

　

啓
発
講
座
及
び
健
康
体
操

　
（
金
亀
体
操
）・
カ
ラ
オ
ケ
・

　

趣
味
、
娯
楽
の
内
容
拡
大

④
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
麻
雀

　

の
導
入
に
よ
る
会
話
タ
イ
ム

　

の
充
実

⑤
地
域
の
高
齢
者
が
対
象
で
誰

　

で
も
参
加
で
き
る
オ
ー
プ
ン

　

シ
ス
テ
ム

⑥
県
老
ク
連
の
生
活
支
援
活
動

　

助
成
金
及
び
社
会
福
祉
協
議

　

会
か
ら
の
資
金
援
助
等

　

今
後
は
「
高
齢
者
を
孤
独
に

さ
せ
な
い
！
」
を
目
標
に
、「
こ

こ
に
来
れ
ば
誰
か
が
い
る
」「
今

日
は
楽
し
か
っ
た
」「
次
回
も

来
る
よ
」
と
地
域
の
高
齢
者
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
地
域
社
会
の

支
援
を
得
な
が
ら
元
気
な
私
達

高
齢
者
が
自
ら
の
手
で
築
き
継

続
し
て
行
く
こ
と
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
郷
野　

征
男
）

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
ま
す
ま

す
「
健
康
で
長
生
き
」
が
大
切

に
な
り
ま
す
が
、
家
族
や
社
会

環
境
が
変
化
す
る
中
、
ひ
と
り

暮
ら
し
や
高
齢
者
だ
け
の
世
帯

が
急
増
し
、
ま
た
、
認
知
症
傾

向
の
高
齢
者
も
、
将
来
は
高
齢

者
三
、四
人
に
一
人
に
な
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
寿
社
会
で
人
生
が
長
く
な

れ
ば
生
活
の
幅
が
広
が
っ
て
楽

し
み
も
多
く
な
る
反
面
、
ひ
と

り
暮
ら
し
や
認
知
症
傾
向
の
人

な
ど
は
、
生
活
面
で
手
助
け
が

必
要
な
こ
と
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

介
護
や
医
療
、
生
活
支
援
制

度
等
の
充
実
は
不
可
欠
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
同
士
が
可

能
な
支
援
で
助
け
合
う
こ
と
も

大
切
に
な
り
ま
す
。

　

県
老
ク
連
で
は
、
県
の
支
援

を
受
け
て
、
生
活
を
支
援
す
る

活
動
に
つ
い
て
の
啓
発
や
支
援

に
関
わ
る
人
材
を
育
て
る
「
生

活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
、
開
催
地
域
の
老
ク
連

の
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
今
ま
で
に
、
四

会
場
に
お
い
て
、「
夢
こ
ら
ぼ
」

の
松
尾
弥
生
氏
な
ど
を
講
師
に
、

合
計
約
五
百
人
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。（
事
務
局
） 

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

彦
根
市
清
草
会
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会
員
か
ら
の
原
稿
募
集
要
領

会
員
か
ら
の
原
稿
募
集
要
領

◆
該
当
す
る
「
テ
ー
マ
」
を
明
記
し
、
四
〇
〇
字
程
度
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

 

①
健
康
づ
く
り　

②
友
愛
活
動　

③
奉
仕
活
動

　

④
伝
承
活
動　

⑤
世
代
間
交
流
活
動

　

⑥
組
織
の
活
性
化　

⑦
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ

　

⑧
そ
の
他
の
テ
ー
マ
（
雑
感
含
む
）

◆ 

各
号
お
一
人
様
ま
た
は
一
団
体
一
作
品
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
原
稿
締
切
…
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
原
稿
等
送
付
先　

　

〒
5
2
5
ｌ
0
0
7
2　

 　
　

草
津
市
笠
山
七
丁
目
８
番
1
3
8
号

　
　

県
立
長
寿
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　県老ク連では、健康づくり支援事業として、
各市町老ク連、支部、ブロック・学区老ク連
および単位クラブが行う健康づくりの行事等に、出前講座として健康
づくり推進員を派遣しています。内容は、
①ニュースポーツ　②健康体操　③体力測定　④料理教室
などで、皆様の健康づくりをサポートしています。
　今年度は、67回（11月末現在）の出前講座を
実施し好評を得ています。出前講座への健康づく
り推進員の派遣費用（謝礼、交通費、資料代等）
は全て県老ク連が負担します。

お申込みは　市町老ク連を通じて、県老ク連まで

　

令
和
元
年
六
月
四
日
、
県
老

ク
連
に
協
賛
し
て
生
活
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
。
役
員
や
会
員
七
十
名

の
参
加
で
、
講
師
は
、
夢
こ
ら

ぼ
主
宰
の
松
尾
弥
生
先
生
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
身
近
な
問
題
を
わ

か
り
や
す
く
楽
し
く
お
話
し
さ

れ
、
生
活
す
る
上
で
の
気
づ
き

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

「
歳
を
重
ね
る
に
つ

れ
て
健
康
に
対
す
る

不
安
な
ど
実
感
す
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
が
、
前
向

き
な
生
き
方
に
気
持
ち
を
変
え

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
」、
ま
た
、
必

要
以
上
に
用
心
深
く
な
ら
な
い

こ
と
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
困
り
ご

と
の
感
じ
方
が
違
う
こ
と
、
い

く
つ
に
な
っ

て
も
話
し
上

手
聞
き
上
手

に
な
っ
て
人

と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
す
る
こ
と
、
共

感
を
喜
ぶ
こ
と
、
自

分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
住
み
や
す

く
す
る
こ
と
、
役
員

は
何
か
と
大
変
だ

が
、
い
ろ
い
ろ
考
え

る
こ
と
で
脳
が
活
性
化
し
て
認

知
症
予
防
に
も
な
る
こ
と
、
な

ど
実
感
を
込
め
て
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
へ
の

共
感
や
エ
ー
ル
も
い

た
だ
き
、「
楽
し
く

参
考
に
な
っ
た
」「
ま

た
聞
き
た
い
」
な
ど

と
大
好
評
で
、
今
後

地
域
で
支
え
合
い
活

動
を
進
め
る
上
で
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

　
（
日
野
町
老
ク
連
事
務
局
）

だより

健康づくり推進員

日
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（事務局）
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　全国老人クラブ連合会の提唱で、全国
一斉に取り組まれた「100 万人会員増強 
運動」は、昨年度をもって５年間の運動
を終えたところですが、結果は、増員目 
標とした 100 万人とほぼ同数の 約 105
万人の減少となり、運動当初の会員数と運
動終了時の会員数を比較した減少率におい
ては、私たちの滋賀県が全国で最も減少割
合が大きくなりました。
　会員減少の要因については、「若手高齢
者の加入が少ない」「役員のなり手がなく
クラブが維持できない」など、全国共通の

悩みもありますが、組織の維持を考えた場
合、地域に根付いている単位クラブよりも、
市町老ク連からのクラブの離脱がより深刻
な問題となっています。

◇
　老人クラブは高齢者の唯一の組織であ
り、私たちは、半世紀以上にも及ぶこれま
での活動を通じてその必要性を実感し、健
康をはじめ仲間やいろいろなものを得て生
活を豊かにしてきました。
　「人生 100 年時代」は、ますます「健康」
が大切になるのと同時に、社会においては

高齢者の活躍が期待される時代になりま
す。そのためにも私たちは、「一人より仲
間とともに！」を確信し、未来に通じる老
人クラブ活動を模索し、推進していく必要
があります。

（事務局）
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▼
俳 

句

大
津
市
　
　
　
濱
口
　
實
男

す
す
き
穂
の
頷
く
先
は
比
叡
の
や
ま

草
津
市
　
　
　
角
田
眞
智
子

瀬
田
川
へ
魚
と
ふ
れ
あ
い
雪
解
水

守
山
市
　
　
　
平
井
千
代
子

天
の
川
夢
を
託
せ
し
宝
く
じ

竜
王
町
　
　
　
堀
井
　
　
平

友
を
待
つ
東
京
に
な
い
里
の
味

竜
王
町
　
　
　
堀
井
　
絹
枝

土
の
肌
堆
肥
が
創
る
地
の
恵
み

▼
短 

歌

草
津
市
　
　
　
角
田
眞
智
子

木
漏
れ
日
に
引
か
れ
て
歩
く
秋
の
午
後

　
　

戻
り
中
ば
で
影
長
く
な
り

守
山
市
　
　
　
平
井
千
代
子

仏
壇
を
拝
む
我
が
横
孫
が
来
て

　
　

小
さ
な
両
手
合
掌
を
せ
し

甲
賀
市
（
水
口
）　
　
　
山
田
婦
美
子

獅
子
舞
の
小
さ
な
耳
に
も
春
が
き
て

　
　

頭
ひ
と
噛
み
通
り
過
ぎ
た
り

近
江
八
幡
市
（
安
土
）　
　
　
大
川
　
　
勇

夢
枕
弁
天
様
か
観
音
か

　
　

亡
母
の
姿
迎
え
は
早
い

▼
川 

柳

草
津
市
　
　
　
荒
川
　
和
彦

娘
（
こ
）
の
捨
て
た
オ
シ
ャ
レ
拾
っ
て
若
返
り

草
津
市
　
　
　
角
田
眞
智
子

ズ
ボ
ン
干
す
濡
れ
た
お
礼
に
笑
み
こ
ぼ
る

守
山
市
　
　
　
平
井
千
代
子

ボ
ケ
た
ふ
り
押
し
売
り
電
話
困
り
果
て

甲
賀
町
（
甲
賀
）　
　
　
中
島
　
稔
子

手
を
引
き
し
子
ら
よ
気
づ
け
ば
核
家
族

甲
賀
市
（
水
口
）　
　
　
山
田
婦
美
子

遺
伝
子
が
親
と
酷
似
の
絵
を
書
か
す

竜
王
町
　
　
　
堀
井
　
　
平

孫
か
ら
の
送
り
も
の
だ
が
着
払
い

竜
王
町
　
　
　
堀
井
　
絹
江

目
が
か
す
み
皆
ん
な
美
人
見
え
て
良
い

愛
荘
町
　
　
　
上
林
　
恒
子

連
れ
合
い
の
長
所
見
つ
め
て
喜
ぶ
心

甲
良
町
　
　
　
田
中
華
代
子

あ
ー
美
味
し
じ
い
ば
あ
ホ
テ
ル
ふ
し
う
ど
ん

◆俳句、短歌、川柳、情歌の部門を募集します。（冠句はありません。）
◆ 応募は、「ハガキ」に一人あたり１部門１作品（厳守）とし、どの部

門の応募かを明記してください。（１枚のハガキに書く部門の作品各
１点を記入することはできますが、同一部門の作品が２点以上ある場
合は無効となりますのでご注意願います）

◆読みにくい文字やあて字には、必ずふり仮名をつけてください。
◆ 応募作品には、郵便番号、住所、氏名、電話番号、単位クラブ名、所

属する市町老ク連名を明記してください。
◆ 応募作品は、掲載・不掲載に関わらず返却いたしませんのでご了承く

ださい。
※�締め切り、送付先は９頁の会員からの原稿募集要領をご覧ください。

文芸作品募集文芸作品募集

　滋賀県は、琵琶湖を真ん中に、豊かな自然に
恵まれています。この豊かな自然を、次の世代
にしっかりと継ぎ、持続可能な社会を築いてい
くためには、まずはこの滋賀という地域が「健
康」であることが重要です。 
　そのため、滋賀県では、私たち「人の健康」、
地域や経済などの「社会の健康」、琵琶湖や山々
を含めた「自然の健康」の３つを柱とする「健
康しが」を進めることとしています。
　「健康しが」の取組は、滋賀県に暮らす方々が、
誰も取り残されることなく、ともにその歩みに
参加するとともに、県民のみなさんをはじめ多
様な主体の協力のもと、一緒に考え進めていき
たいと考えています。
　すべての人が、いくつになっても心身ともに
健やかに、その人らしく活躍し、ともに支え合う
共生社会の実現をめざしてまいりましょう。

　滋賀県老人クラブ連合会は、健康長寿を
第一に、高齢者同士の支え合いや共生社会
の実現、また、地域社会への貢献や関係機
関との連携を大切にしており、そのことは

「健康しが」共創会議の趣旨に通じるもので
あることから、呼びかけに賛同し参加する
ことにいたしました。

テーマ
食・スポーツ・休養・美容・健康　他

●令和 2年 2月 29日㈯ 10～ 17時
●イオンモール草津　レストランコート他

滋賀県健康づくりキャラクター
「しがのハグ＆クミ」

「健康しが」マルシェに出展
（イオンモール草津）老人クラブ
のスポーツ活動を紹介しました。

への参加
「健康しが」共創会議　創設の趣旨…滋賀県
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県
老
ク
連
の
女
性
委
員
会
は

九
名
の
委
員
か
ら
な
り
、
年
間

八
回
程
度
開
催
す
る
会
議
で
活

動
計
画
を
立
て
、
ま
た
、
実
施

結
果
を
振
り
返
り
な
が
ら
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
女
性
委
員
会

主
催
研
修
会
」「
市
町
老
ク
連

女
性
部
代
表
者
会
議
」「
女
性

会
長
の
集
い
」
の
企
画
、
実
践

を
は
じ
め
、
手
芸
教
室
や
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
開
催
に
当
た
っ
て

の
準
備
や
受
付
な
ど
の
役
割
、

ま
た
、「
い

き
い
き
ク
ラ

ブ
体
操
」
の

普
及
に
向
け

た
取
組
を

行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
二
回

目
と
な
る

「
女
性
会
長
の
集
い
」
に

は
、
単
位
ク
ラ
ブ
な
ど
の

女
性
会
長
十
一
名
が
出
席

し
、
情
報
交
換
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。
女
性
と
男

性
が
共
に
活
動
す
る
こ
と

に
は
、
お
互

い
の
良
い

と
こ
ろ
を

活
か
せ
る

利
点
が
あ

り
ま
す
が
、

困
り
ご
と

は
、
や
は
り

七
十
五
歳

ま
で
の
若
手
高
齢

者
の
入
会
が
進
ま

な
い
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
全
体
の
問
題

で
も
あ
り
ま
す
。

　

七
月
と
十
二
月

の
二
回
開
催
し
た

「
市
町
老
ク
連
女
性
部
代
表
者

会
議
」
で
は
、
認
知
症
を
テ
ー

マ
に
、
予
防
と
寄
り
添
い
（
か

か
わ
り
）
方
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。

　

一
回
目
（
七
月
）
は
、
恒
例

の
料
理
教
室
の
あ
と
、
草
津
市

の
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
を
受
け
、サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
と
な
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二

回
目
（
十
二
月
）
は
、
夢
こ

ら
ぼ
の
主
宰
者
松
尾
や
よ
い

先
生
に
「
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
認

知
症
理
解
・

認
知
症
予
防
」

を
テ
ー
マ
に

講
演
し
て
い

た
だ
き
、
そ

の
後
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ

て
「
気
に
な

る
人
が
い
た
ら
誰
に
相
談

し
ま
す
か
？
」「
人
生
百
年

時
代
ど
の
よ
う
な
夢
を
持

ち
ま
す
か
？
」
な
ど
話
し

合
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果

は
、
二
月
二
十
七
日
の
県

老
ク
連
女
性
委
員
会
主
催

研
修
会
で
報
告
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ケ
ロ
ッ

グ
よ
り
オ
ー
ル
ブ

ラ
ン
を
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
休
憩
時
間

に
試
食
し
た
と
こ

ろ
、
お
い
し
い
と

好
評
で
し
た
。
サ

ロ
ン
活
動
等
で
活

用
い
た
だ
く
た
め
に
配
布
し
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
二
月
に
開
催
す
る

研
修
会
に
向
け
て
準
備
中
で

す
。当
日
は
、手
芸
教
室
で
作
っ

た
も
の
や
、
市
町
老
ク
連
女
性

部
の
作
品
を
展
示
す
る
予
定
で

す
。

（
事
務
局 

）

　新年おめでとうございます。
　令和の時代になって２年目となりました。
　「人生１００年時代」、期待と不安が入り混
じりますが、私たち高齢者は、長くなった人
生を、仲間とともに、喜び、楽しみを分かち
合いながら、元気に前向きに生きていきたい
と思います。
　この「いきいき近江」が、老人クラブと高
齢者相互の理解とつながりを深める一助とな
りますよう努めてまいりますので、ご協力よ
ろしくお願いいたします。

（広報委員会）

　県老ク連では、老人クラブの役員、事務局職員等を対象に、老人クラブ組織が直面
している課題の共有や情報交換を行う会議や、女性、若手、健康づくりのリーダー等
を対象とした研修会、講習会を年間を通して行っています。

─ 編 集 後 記 ─

女性委員会の活動女性委員会の活動

市町老ク連事務局会議
市町老ク連事務局会議

ニュースポーツ講習会ニュースポーツ講習会

創造推進員研修会
創造推進員研修会

女性代表者会議（認知症研修）

女性代表者会議（認知症研修）

相互支援活動研修会相互支援活動研修会

女性委
員会主

催研修
会

女性委
員会主

催研修
会

市町老ク連
会長会議

市町老ク連
会長会議

他に　単位クラブ等女性会長会議他に　単位クラブ等女性会長会議
　　　生活支援サポーター養成研修会　　　生活支援サポーター養成研修会
　　　若手リーダー養成研修会を実施　　　若手リーダー養成研修会を実施




